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総合力の千葉県本部  ６連覇の快挙！
千
葉
県
６
連
覇
！

若
手
・
ベ
テ
ラ
ン
と
も
に
充
実

　

男
子
５
人
制
、
女
子
３
人
制
で
行

な
わ
れ
る
注
目
の
都
道
府
県
対
抗
戦
。

千
葉
県
（
男
子
）、
福
岡
県
（
女
子
）

が
優
勝
し
た
。
男
子
優
勝
の
千
葉
県

は
、
６
連
覇
の
快
挙
達
成
だ
。

　

男
子
の
決
勝
は
、
初
の
決
勝
進
出

と
な
る
三
重
県
と
、
強
豪
・
東
京
都
を

破
っ
て
勝
ち
上
が
っ
た
千
葉
県
が
対

戦
し
た
。
先
鋒
戦
、
次
鋒
戦
と
も
に

引
き
分
け
と
い
う
息
を
呑
む
接
戦
と

な
る
。
そ
の
均
衡
を
破
っ
た
の
が
千
葉

県
の
中
堅
・
大
石
勝
美
選
手
。
カ
ン

ク
ウ
ダ
イ
で
の
対
戦
と
な
っ
た
中
堅

戦
で
キ
レ
の
あ
る
形
を
見
せ
て
、
３

―

１
と
勝
利
、
千
葉
県
に
流
れ
を
た

ぐ
り
寄
せ
る
と
、
副
将
の
小
山
孝
一
選

手
が
、
開
始
早
々
の
中
段
蹴
り
で
技

有
り
を
奪
っ
て
一
気
に
試
合
の
ペ
ー
ス

を
掴
む
。
続
け
ざ
ま
に
上
段
突
き
を

13
回
目
を
数
え
る
熟
錬
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
。
男
子
40
歳
以
上
、

女
子
35
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
選
手
が
全
国
か
ら
集
ま
る
大
会
だ
。

今
年
は
約
400
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。

女子の都道府県対抗戦は、福岡県が優勝。左から、
優勝メンバーの小西康子、白水要子、尾中佳代。

千葉県選手団の集合写真。

極
め
、
合
わ
せ
一
本
。
最
後
は
大
将
の

古
宮
浩
二
選
手
が
、
持
ち
味
の
ス
ピ
ー

ド
、
巧
み
な
駆
け
引
き
を
見
せ
て
勝

利
。
優
勝
を
決
め
た
。

　

こ
れ
で
同
種
目
６
連
覇
の
千
葉
県
。

大
会
前
に
は
県
本
部
で
こ
の
大
会
に

向
け
た
合
同
練
習
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
成
果
が
大
記
録
と
な
っ
た
。

　

古
宇
田
巌
監
督
は
、「
連
覇
し
た
６

年
で
今
年
が
一
番
ま
と
ま
っ
て
い
る
気
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都道府県対抗戦、千葉県の優勝メンバー。左から、古宇田巌監督、富
永幸広、水谷大敬、大石勝美、小山孝一、古宮浩二。

熟錬者大会初出場で活躍
した大石勝美（千葉県）。

第十三回熟錬者全国空手道選手権大会

都道府県対抗戦  決勝スコア

△ 富 永 幸 広

△ 水 谷 大 敬

○ 大 石 勝 美

◯ 小 山 孝 一

○ 古 宮 浩 二

△ 松 下 幸 憲

△ 内 山 富 夫

● 橋 本 光 生

● 西 村 宏 行

● 岩 本 武 典

（組手）引き分け

（組手）引き分け

（形・抜塞大）１−３

 （組手）合わせ一本 

 （組手）合わせ一本 

先鋒

次鋒

中堅

副将

大将

先鋒

次鋒

中堅

副将

大将

男子

●三重県 ー 千葉県○

女子

●埼玉県 ー 福岡県○

○ 尾 中 佳 代

◯ 小 西 康 子

● 白 水 要 子

大 野 桃 子 ●

臼 田 和 穂 ●

安 藤 陽 子 ○

（組手）合わせ一本

（形・観空大）１−３
 

 （組手）合わせ一本 

先鋒

中堅

大将

先鋒

中堅

大将

都道府県対抗戦で準優勝の三重県チーム。
県勢初の決勝進出。

都道府県対抗戦男子決勝の副将戦、千葉県の小山孝一（右）が中段蹴りを
極める。

が
し
ま
す
。
今
年
初
め
て
メ
ン
バ
ー
入

り
し
た
若
手
と
、
毎
回
出
場
の
ベ
テ
ラ

ン
が
見
事
に
力
を
合
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
ね
」
と
選
手
を
称
え
る
。
大
会

３
週
間
前
に
40
歳
と
な
り
、
初
出
場

を
果
た
し
た
大
石
選
手
は
「
千
葉
県

の
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
よ
か
っ

た
。
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生

方
に
恩
返
し
の
気
持
ち
で
形
を
演
武

し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

小
山
孝
一　

形
・
組
手
・
団
体
の
３
冠
！

　

第
１
回
大
会
か
ら
参
加
す
る
千
葉

県
の
ベ
テ
ラ
ン
・
小
山
孝
一
選
手
は
、

個
人
種
目
で
も
形
、
組
手
の
２
種
目

を
制
覇
し
、
今
大
会
３
冠
獲
得
と
な
っ

た
。

　

個
人
戦
の
形
は
、
順
位
決
定
戦
で

十
手
を
演
武
。
２
位
の
選
手
と
の
僅

差
を
制
し
た
。
一
つ
一
つ
の
技
の
丁
寧

さ
が
光
っ
た
。
さ
ら
に
組
手
で
は
、
軽

快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
試
合
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
。
遠
い
間
合
い
か
ら
の
鋭
い

突
き
で
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

小
山
選
手
は
「
１
年
間
練
習
を
積

ん
で
き
た
成
果
が
出
せ
ま
し
た
。
千

葉
県
は
若
い
選
手
も
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
い
ま
す
か
ら
、
負
け
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
と
、
さ
ら
な
る
精
進

を
誓
う
。



�

男子65歳形で優勝した折目哲哉（東京都）。優勝11回目で、
大会最多優勝記録を更新！

試合後、互いの健闘をたたえ合う。この温
かな雰囲気も、熟錬者大会の特徴。

男子40歳、女子35歳から参加可
能。次々と若手選手も参戦している。

今大会の最高齢表彰
は、男子・熊谷正三
（77 歳）、女子・佐
藤允子（73 歳）の
両選手。

優
勝
記
録
に
挑
む
、
屈
強
な
心
身

　

第
１
回
大
会
か
ら
出
場
を
続
け
、

毎
年
好
成
績
を
残
し
て
い
る
２
選
手

の
優
勝
記
録
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
は
男
子
65
歳
形
の
折
目
哲
哉

（
東
京
都
）
選
手
、
前
回
大
会
で
10
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
、
出
場
選
手
最

多
優
勝
記
録
を
持
っ
て
い
る
。
今
大

会
も
、
得
意
形
の
壮
鎮
で
41
・
４
点

を
記
録
し
、
見
事
11
度
目
の
栄
冠
に

輝
い
た
。

　

演
武
直
前
ま
で
ず
っ
と
上
着
を
着
、

身
体
が
温
ま
っ
た
状
態
を
保
つ
な
ど
、

細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
体
調
管
理
の

心
が
け
に
は
脱
帽
だ
。

　

ま
た
、
女
子
50
歳
形
の
小
西
康
子

（
福
岡
県
）
選
手
は
、
50
歳
を
超
え
て

な
お
、
九
州
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
て

毎
夏
の
内
閣
総
理
大
臣
杯
全
国
選
手

権
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
。
こ
の

熟
錬
者
大
会
も
常
連
だ
。

　

今
大
会
も
、
順
位
決
定
戦
で
珍
手

を
演
武
し
、
見
事
に
10
度
目
の
優
勝

を
達
成
し
た
。

　

小
西
選
手
も
、
大
会
に
向
け
た
空

手
道
の
稽
古
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ム
に

通
っ
て
の
体
力
強
化
を
図
る
な
ど
、

日
々
成
長
を
遂
げ
る
べ
く
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

記
録
に
挑
む
両
選
手
の
、
空
手
道

に
向
か
う
真
摯
な
姿
勢
に
敬
意
を
表

し
た
い
。

嬉
し
い
最
高
齢
表
彰
に

男
子
・
熊
谷
さ
ん
（
77
歳
）

女
子
・
佐
藤
さ
ん
（
73
歳
）

　

生
涯
空
手
を
体
現
す
る
場
と
な
っ

て
い
る
本
大
会
。
そ
の
象
徴
と
し
て
、

最
高
齢
表
彰
が
あ
る
。
各
種
目
の
優

勝
者
よ
り
も
大
き
い
賞
状
が
授
与
さ

れ
る
価
値
あ
る
賞
だ
。

　

今
大
会
の
最
高
齢
表
彰
は
、
男
子
・

熊
谷
正
三
さ
ん
、
女
子
・
佐
藤
允
子

さ
ん
の
両
名
が
輝
い
た
。

　

熊
谷
さ
ん
は
「
今
年
喜
寿
を
迎
え

た
の
で
、
そ
の
記
念
と
し
て
出
て
み

よ
う
」
と
本
大
会
へ
の
参
加
を
決
意
。

形
種
目
に
出
場
し
た
が
、
惜
し
く
も

初
戦
で
敗
れ
た
。

　
「
家
族
の
協
力
な
く
し
て
は
出
ら
れ

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
礼

に
、
次
は
せ
め
て
１
勝
し
た
い
」
と

熊
谷
さ
ん
。
来
年
以
降
の
出
場
に
も

意
欲
的
だ
。

　

女
子
最
高
齢
表
彰
の
佐
藤
さ
ん
は
、

総
本
部
道
場
で
日
々
の
稽
古
に
励
ん

で
い
る
。
熟
錬
者
大
会
に
は
３
回
目

の
出
場
。
形
種
目
で
、
年
々
順
位
が

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
総
本
部
道
場
で
は
、
小
倉
先
生
に

ず
っ
と
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
の
大

会
に
出
る
こ
と
で
、
年
々
少
し
ず
つ

で
す
が
上
達
が
実
感
出
来
る
の
で
非

常
に
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
の

佐
藤
さ
ん
。
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第十三回熟錬者全国空手道選手権大会

◆ 40 歳女子形［優勝］小池泉（広
島県）［準優勝］安藤陽子（埼玉県）

［第三位］青木 麗子（直轄団体）

◆ 35 歳女子形［優勝］稲樹理（静
岡県）［準優勝］菅沼園子（兵庫県）

［第三位］尾中 佳代（福岡県）

◆男子都道府県対抗戦［優勝］千
葉県［準優勝］三重県［第３位］
東京都

◆女子都道府県対抗戦［優勝］福
岡県［準優勝］埼玉県［第３位］
静岡県

◆ 40 歳男子形［優勝］大石勝美（千
葉県）［準優勝］影浦健一（愛知県）

［第三位］三木正伸（奈良県）

◆ 60 歳女子形［優勝］上村くみ（佐
賀県）［準優勝］福永信子（直轄団
体）［第三位］四宮弥生（千葉県）

◆ 55 歳女子形［優勝］若梅陽子（千
葉県）［準優勝］清水いそ江（千葉
県）［第三位］安中勝子（埼玉県）

◆ 50 歳女子形［優勝］小西康子（福
岡県）［準優勝］塚田千雪（埼玉県）

［第三位］野田留美子（福岡県）

◆ 45 歳女子形［優勝］臼田和穂
（埼玉県）［準優勝］高橋 みゆき（岐
阜県）［第三位］熊谷和子（千葉県）

◆ 65 歳男子形［優勝］折目哲哉（東
京都）［準優勝］古宇田巖（千葉県）

［第三位］松井秀人（神奈川県）

◆ 60 歳男子形［優勝］辻田新吉（宮
城県）［準優勝］横須賀秀夫（千葉
県）［第三位］池田欣也（千葉県）

◆ 55 歳男子形［優勝］小山孝一（千
葉県）［準優勝］眞下宗司（群馬県）

［第三位］浅井嘉彦（神奈川県）

◆50歳男子形［優勝］木村 吉典（愛
媛県）［準優勝］内山富夫（三重県）

［第三位］塩田卓央（直轄団体）

◆ 45 歳男子形［優勝］渡辺直樹（愛
媛県）［準優勝］佐竹敏彦（埼玉県）

［第三位］橋本光生（三重県）

◆ 50 歳女子組手［優勝］長谷川
由美（兵庫県）［準優勝］後藤佳代（静
岡県）［第三位］佐藤順子（千葉県）
／野田留美子（福岡県）

◆ 45 歳女子組手［優勝］上野純
子（兵庫県）［準優勝］臼田和穂（埼
玉県）［第三位］山藤理恵子（千葉
県）／香取彩夏（神奈川県）

◆ 40 歳女子組手［優勝］安藤陽
子（埼玉県）［準優勝］川路飛鳥（千
葉県）［第三位］岡崎 ゆかり（兵
庫県）／伊熊ゆかり（静岡県）

◆ 35 歳女子組手［優勝］高瀬由
夏（東京都）［準優勝］佐藤由香里

（東京都）［第三位］加福美和子（青
森県）／尾中 佳代（福岡県）

◆ 70 歳男子形［優勝］小沢英夫（東
京都）［準優勝］澤田忠男（千葉県）

［第三位］小池信一郎（東京都）

◆ 50 歳男子組手［優勝］内山富
夫（三重県）［準優勝］西村浩行（三
重県）［第三位］平本英一（茨城県）
／大日向剛（東京都）

◆ 45 歳男子組手［優勝］田中丈
晴（静岡県）［準優勝］後藤誠爾（埼
玉県）［第三位］中畑桂（青森県）
／佐竹敏彦（埼玉県）

◆ 40 歳男子組手［優勝］小嶋健（埼
玉県）［準優勝］石原清春（富山県）

［第三位］嶽野英樹（長野県）／藤
井康弘（青森県）

◆ 60 歳女子組手［優勝］澤田貞
子（千葉県）［準優勝］福永信子（直
轄団体）［第三位］小澤節子（埼玉
県）／四宮弥生（千葉県）

◆ 55 歳女子組手［優勝］高田正
子（埼玉県）［準優勝］安中勝子（埼
玉県）［第三位］清水いそ江（千葉
県）／中澤悦子（東京都）

◆ 70 歳男子組手［優勝］住川稔
（山口県）［準優勝］神野勝（福岡県）
［第三位］津谷順三（茨城県）／長
久保雅生（神奈川県）

◆ 65 歳男子組手［優勝］大谷章
助（千葉県）［準優勝］谷川幸男（千
葉県）［第三位］中島正実（長崎県）
／細田晴夫（埼玉県）

◆ 60 歳男子組手［優勝］横須賀
秀夫（千葉県）［準優勝］岩田純明

（栃木県）［第三位］藤田実（静岡県）
／蒔苗正信（埼玉県）

◆ 55 歳男子組手［優勝］小山孝
一（千葉県）［準優勝］畑佳秀（福
井県）［第三位］庄司快栄（千葉県）
／古宮浩二（千葉県）

大会結果
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BURA 師範の講習は、「極めの
養成」がテーマ。「手足同時に
技を極める」ことを意識した。総本部指導員が総出で指導にあたる。日本空手協会最大の合宿だ。

デ
ン
マ
ー
ク
の
師
範
が
特
別
講
習

　

今
回
の
合
宿
で
は
、
３
日
目
に
招

待
師
範
に
よ
る
特
別
講
習
が
開
か
れ

た
。
こ
の
試
み
は
長
い
総
本
部
国
内

外
合
同
合
宿
の
歴
史
に
お
い
て
、
２

度
目
。

　

指
導
を
務
め
た
の
は
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
デ

ン
マ
ー
ク
の
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
師
範
。
50
年

間
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
空
手
を
学
び
、
現
在
師

範
会
員
で
７
段
位
を
所
持
し
て
い
る
。

　

講
習
の
テ
ー
マ
は
、「
極
め
の
養

成
」。
手
足
同
時
に
技
を
極
め
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
平
安
四

段
や
燕
飛
の
動
き
を
例
に
解
説
、
実

践
し
た
。
大
隈
広
一
郎
指
導
員
が
通

訳
を
し
、
日
本
全
国
、
ま
た
海
外
か

ら
の
参
加
者
が
共
に
汗
を
流
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
理
事
を
務
め

る
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
師
範
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

空
手
事
情
に
つ
い
て
も
講
演
を
し
た
。

　

Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
師
範
は
、
こ
の
貴
重
な

特
別
講
習
の
感
想
を
、「
海
外
の
指
導

者
が
総
本
部
道
場
で
指
導
す
る
の
で

10
月
10
〜
13
日
の
４
日
間
、
総
本
部
道
場
で
平
成
25
年
度
秋
季
総
本
部
主
催
国
内
外
全
国
合
同
合
宿
が
行
な
わ

れ
た
。
年
２
回
開
催
さ
れ
る
、
日
本
空
手
協
会
最
大
の
稽
古
合
宿
で
、
今
年
度
最
後
の
機
会
で
あ
る
。

す
か
ら
、
非
常
に
恐
縮
で
し
た
。
で

す
が
、
中
原
伸
之
会
長
、
植
木
政
明

首
席
師
範
、
森
俊
博
専
務
理
事
が
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
、
私
の
想
い
を
精
一
杯

伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア

リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
！
」
と
語
っ

て
い
た
。

平
成
25
年
度
秋
季
総
本
部
主
催
国
内
外
全
国
合
同
合
宿

日
時
／
10
月
10
〜
13
日　

場
所
／
総
本
部
道
場

合宿３日目の特別講習で指導した、デン
マークの BURA 師範。

ＢＵＲＡ師範が特別講習
師範会員・ヨーロッパ国際理事
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BURA師範の特別師範講習にて。総本部道場４階にズラリと並ぶ参加者。

ニ〜三段の集合写真。

四〜五段の集合写真。

六〜八段の集合写真。

記念参加表彰者

■ 10 回参加
松本伸一（茨城）／青木一
弘（茨城）／真下治彦（群馬）
／児玉光載（千葉）／熊谷和
子（千葉）／西川曜史（三重）
／山田光生（三重）／浅田正
則（兵庫）／アハマドベザ
ティ（兵庫）／松永博美（福
岡）／ Dave Friend（South 
Africa）

■ 20 回参加
柳田富雄（茨城）／細田晴夫

（埼玉）／片倉久（神奈川）

■ 30 回参加
川澄治男（茨城）／矢澤正尚

（埼玉）／佐々木潔（東京）

平成 25 年度秋季 総本部主催国内外全国合同合宿



�

連
覇
な
し
、
混
戦
の
秋

　

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い
が
展
開
さ
れ
る

１
部
リ
ー
グ
。
男
子
は
駒
澤
大
学
、
女

子
は
大
正
大
学
と
、
今
春
リ
ー
グ
の
優

勝
校
と
異
な
る
大
学
が
優
勝
し
た
。

　

男
子
の
駒
澤
大
学
は
、
春
リ
ー
グ
で

は
２
位
。
今
回
は
選
手
層
の
厚
さ
が
光

り
、
初
戦
の
大
正
大
戦
の
引
き
分
け
以

外
は
全
て
完
勝
。
団
体
戦
の
勢
い
を
モ

ノ
に
し
た
。

　

女
子
１
部
は
、
初
戦
の
結
果
が
命
運

を
分
け
た
。
大
正
大
学
と
駒
澤
大
学
と

の
試
合
、
１―

１
の
内
容
差
で
大
正
大

が
勝
利
。
両
大
学
と
も
そ
の
他
の
試
合

で
は
勝
利
し
て
お
り
、
ま
さ
に
わ
ず
か

な
差
の
争
い
だ
っ
た
。

　

個
人
戦
男
子
は
、
国
士
舘
大
学
の
１

年
生
、
須
藤
駿
介
が
優
勝
。「
正
直
優

10
月
27
日
、
千
葉
工
業
大
学
芝
薗
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
平
成
25
年
度

秋
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦
を
開
催
。
各
校
の
実
力
が
拮
抗
し
、

今
回
も
熾
烈
な
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で

す
」
と
驚
き
の
表
情
。

　

一
方
女
子
は
、
駒
澤
大
学
２
年
の
佐

野
ま
ど
か
が
優
勝
。
途
中
、
強
打
を
受

け
て
目
が
腫
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
気
迫

で
つ
か
ん
だ
栄
冠
だ
。

平
成
25
年
度
秋
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦

日
時
／
10
月
27
日　

場
所
／
千
葉
工
業
大
学
芝
薗
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館

主
催
／
公
益
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
総
本
部　

協
力
／
日
本
空
手
協
会
大
学
Ｏ
Ｂ
会
連
合
会

男子個人戦優勝・須藤駿
介（国士舘大学）。

駒澤大学の集合写真。

男子１部リーグは駒澤大学が優勝。
写真はエース級の活躍を見せた鳴島由貴。

駒
大
男
子
・
春
の
雪
辱
！

◆男子団体戦１部［優勝］駒澤大学［準優勝］国士舘大学［第３位］千葉工業大学［第
４位］大正大学［第５位］青山学院大学［第６位］防衛大学
◆男子団体戦２部［優勝］拓殖大学［準優勝］関東学院大学［第３位］日本大学農
獣医学部［第４位］帝京大学宇都宮［第５位］亜細亜大学［第６位］東京経済大学
◆男子団体戦３部［優勝］国際医療福祉大学［準優勝］首都大学東京［第３位］日
本獣医生命科学大学［第４位］獨協大学
◆女子団体戦１部［優勝］大正大学［準優勝］駒澤大学［第３位］拓殖大学［第４位］
青山学院大学［第５位］国士舘大学［第６位］防衛大学
◆女子団体戦２部［優勝］筑波大学［準優勝］亜細亜大学［第３位］首都大学東京［第
４位］日本獣医生命科学大学
◆男子個人戦［優勝］須藤駿介（国士舘大学）［準優勝］山田裕二（駒澤大学）［第３位］
美濃部秋五（駒澤大学）／岡野拓馬（駒澤大学）
◆女子個人戦［優勝］佐野まどか（駒澤大学）［準優勝］宮崎陽香（駒沢大学）［第３位］
山崎ふみ（大正大学）／美濃部彩加（拓殖大学）
◆優秀選手［男子］橋口龍三（駒澤大学）／大沢侑矢（国士舘大学）／大澤努（千
葉工業大学）［女子］山田沙羅（大正大学）／宮崎陽香（駒澤大学）／美濃部彩加（拓
殖大学）
◆入れ替え戦結果［男子 1 部 2 部］関東学院大学 1 部昇格／拓殖大学１部昇格［男
子 2 部 3 部］国際医療福祉大学 2 部昇格［女子 1 部 2 部］筑波大学 1 部昇格

大会結果

女子１部は大正大が優勝。

女子個人戦優勝・佐野ま
どか（駒澤大学）。
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Ｕ
Ａ
Ｅ

第
３
回
グ
ラ
ン
ド
Ｊ
Ｋ
Ａ

空
手
道
選
手
権
大
会
２
０
１
３

  　

去
る
11
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で

セ
ミ
ナ
ー
講
習
会
と
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

主
催
し
た
の
は
同
会
長
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
ラ
ー
マ
ン
ア
ル
ハ
ダ
ッ
ド
氏
。

総
本
部
か
ら
中
達
也
指
導
員
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
の
正
午
か
ら
記
者
会
見
が
開

か
れ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
指
導
員
の
紹
介
も
な
さ

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
空
手
の
世
界

で
は
誰
も
が
彼
に
つ
い
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
実
際
に

会
っ
た
経
験
の
あ
る
人
は
ほ
と
ん
ど

お
ら
ず
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
空

手
道
を
愛
好
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
、

今
回
の
訪
問
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

水
曜
日
の
午
後
に
セ
ミ
ナ
ー
が
開

始
。 
75
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
先
生
の
深
い
知
識
、
セ
ミ
ナ
ー
か

ら
学
ぼ
う
と
意
欲
的
な
人
ば
か
り
で

す
。

　

木
曜
日
の
午
後
と
金
曜
日
の
午
前

中
に
は
、
形
・
組
手
の
稽
古
を
重
点

的
に
行
な
い
ま
し
た
。
武
道
空
手
の

本
質
に
迫
っ
た
貴
重
な
講
義
で
、
参

加
者
の
技
術
を
高
め
続
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

金
曜
日
の
午
後
に
は
、
中
師
範
に

審
査
員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
昇
段

審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
国
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
受
審
し
ま
し
た
。
審

査
後
、
合
格
者
に
は
証
書
が
渡
さ
れ
、

３
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
最
終
日

と
な
っ
た
土
曜
日
、
２
０
０
名
以
上

が
参
加
し
た
大
会
を
開
催
。
大
会
は
、

日
頃
培
っ
た
空
手
道
の
技
術
、
そ
し

て
、
武
道
精
神
を
発
揮
す
る
場
で
す
。

　

今
大
会
は
、
空
手
道
大
会
で
初
め

て
、
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
観
客
が
試
合
の
結
果

や
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

１
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
Ｊ

Ｋ
Ａ
の
ス
タ
イ
ル
や
ル
ー
ル
を
毎
週

の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
26
名
の
審
判
、

そ
し
て
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
の

お
か
げ
で
、
大
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
後
援
す

る
ド
バ
イ
の
日
本
総
領
事
が
出
席
。

各
種
目
の
入
賞
者
へ
の
メ
ダ
ル
を
提

供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

オ
マ
ー
ン
の
チ
ー
ム
は
、
す
べ
て

の
種
目
に
参
加
し
、
豪
華
な
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
学
校
の
学
生
は
非
常
に

よ
く
団
結
し
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
で
す
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
す
べ
て
の
者
が
、
こ
の

貴
重
な
機
会
に
感
謝
し
、
ま
た
、
中

師
範
の
素
晴
ら
し
い
指
導
に
驚
い
て

お
り
ま
し
た
。
と
て
も
感
動
し
、
わ

ず
か
数
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
確

実
に
上
達
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
皆
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
来
年

以
降
も
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

  （
報
告
：
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ー
マ
ン
ア
ル
・

ハ
ダ
ッ
ド
＝
Ｊ
Ｋ
Ａ 

Ｕ
Ａ
Ｅ
会
長
）

From
UAE

海外便り
World Topics
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２
０
１
３
年
〜
２
０
１
４
年

年
末
年
始
の
行
事
予
定

平
成
26
年
度
、
行
事
予
定
を
発
表
！

総本部便り

日
時
／
平
成
25
年
12
月
22
日
（
日
）

　
　
　

稽
古
納
め
：
12
時
開
始

　
　
　

納
会
：
13
時
開
始

場
所
／
総
本
部
道
場

◯
平
成
二
十
五
年　

稽
古
納
め
・
納
会

日
時
／
平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　
　
　

鏡
開
き
：
12
時
開
始

　
　
　

新
年
会
：
13
時
開
始

場
所
／
総
本
部
道
場

◯
平
成
二
十
六
年　

鏡
開
き

４
月
１
日
（
火
）

研
修
生
入
所
式

総
本
部
道
場

９
日
（
水
）

～
13
日
（
日
）

春
季
国
内
外
全
国
合
宿

総
本
部
道
場

29
日
（
火
）

船
越
義
珍
最
高
師
範
慰
霊
祭

円
覚
寺

５
月
２
日
（
金
）

日
本
空
手
協
会
創
立
記
念
日

25
日
（
日
）

定
期
昇
段
審
査
会

総
本
部
道
場

６
月
８
日
（
日
）

関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦　
　
　

未
定

21
日
（
土
）

社
員
総
会
・
定
期
理
事
会

総
本
部
会
議
室

28
日
（
土
）

〜
29
日
（
日
）

第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

東
京
体
育
館

（
平
成
25
年
12
月
１
日
現
在
）
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８
月
２
日
（
土
）

～
３
日
（
日
）

第
57
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選

手
権
大
会
兼
世
界
大
会
予
選
会

宮
城
県

グ
ラ
ン
デ
ィ
２
１

11
日
（
月
）

～
17
日
（
日
）

夏
期
休
暇

31
日
（
日
）

定
期
昇
級
・
昇
段
審
査
会

総
本
部
道
場

９
月
13
日
（
土
）

師
範
会

総
本
部
道
場

10
月
３
日
（
金
）

研
修
生
入
所
試
験

総
本
部
道
場

11
日
（
土
）

～
14
日
（
火
）

秋
季
国
内
外
全
国
合
宿

総
本
部
道
場

17
日
（
金
）

船
越
義
珍
杯

第
13
回
少
年
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

日
本
武
道
館

18
日
（
土
）

～
19
日
（
日
）

船
越
義
珍
杯

第
13
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

日
本
武
道
館

11
月
２
日
（
日
）

第
14
回
熟
錬
者
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

未
定

23
日
（
日
）

関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦

未
定

30
日
（
日
）

定
期
昇
段
審
査
会

総
本
部
道
場

12
月
20
日
（
土
）

総
本
部
道
場
稽
古
納
め

総
本
部
道
場

22
日
（
月
）
～

１
月
６
日
（
火
）
冬
季
休
暇

27
年

１
月
７
日
（
水
）

稽
古
始
め
及
び
事
務
所
開
始

総
本
部
道
場

11
日
（
日
）

鏡
開
き

総
本
部
道
場

26
日
（
月
）
～

２
月
１
日
（
日
）
寒
稽
古

総
本
部
道
場

31
日
（
土
）

研
修
生
入
所
試
験

総
本
部
道
場

２
月
13
日
（
金
）

国
際
理
事
会

総
本
部
会
議
室

14
日
（
土
）

師
範
会

総
本
部
道
場

20
日
（
金
）

研
修
生
卒
業
試
験

総
本
部
道
場

22
日
（
日
）

定
期
昇
級
・
昇
段
審
査
会

総
本
部
道
場

３
月
７
日
（
土
）

定
期
理
事
会

総
本
部
会
議
室

14
日
（
土
）

〜
15
日
（
日
）

小
学
生
・
中
学
生
合
宿

総
本
部
道
場

21
日
（
土
）

〜
22
日
（
日
）

小
学
生
・
中
学
生
合
宿

総
本
部
道
場

21
日
（
土
）

〜
22
日
（
日
）

研
修
生
卒
業
式

総
本
部
道
場
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